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概要

キャビテーションは液体中に存在する微小気泡核が
相変化を伴って急激に膨張、収縮、崩壊する現象で
あり、液体と気体が混ざった非常に複雑な流れ場を
形成する。この現象をキャビテーションモデルおよび
乱流モデルを含む基礎方程式群によって表現する。

アルゴリズム

非圧縮性流れのFractional Step法に準じた時間積分

Fortran言語、領域分割による共有・分散メモリ並列

現状での計算規模

約 300 万格子点の計算でメモリ 容量12 GB、ディス
ク容量 2 TB

実効性能 60 GFLOPS（NEC SX-6 24CPU利用）

次世代スパコンでの計算規模

格子点数 1000 倍および時間解像度 10 倍により、
計 1 万倍の計算量

メモリ容量 12 TB、ディスク容量 2 PB

どんなことが期待されるか？

キャビテーションは、流体機械や配管システムにお
いて、不安定現象や構造物の材料損傷を引き起こ
す。現状では、キャビテーション気泡群の崩壊によっ
て生じる材料損傷の予測はできていないが、メソス
ケールの気泡群の挙動および乱流渦との干渉を考
慮した高い時空間解像度の計算によって、高精度
な予測が可能となることが期待される。
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インデューサに発生するキャビテーション流れの様子


